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北陸地方二於ケル聾唖兄ノ研究

第92年8ケ月ノ輕過ヲオ：キテ検索

    セル聴畳ノ出動二三テ

 金澤讐科大學耳鼻咽喉科教室（主任松田教授）

    ：豊  田  文  一・

      （昭和11年6月12日回附）
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 嚢・・著者ハ石川縣立聾唖學姿見童二就キi養鯉ノ槍索ヲナシ，壷屋未ダ浩失セザルモノノ多

数二存スルヲ報告シ，該成績ハ聾唖児ノロ話敏育指導二封シ，稗養毛シ所動カラザリシヲ聞

ケリ．而シテ聾唖見ノ聴畳二昭和7年6月第1回槍査以來如何ナル攣化ヲ來タセルヤヲ知ル

コFハ極球テ意義深キ事柄ニシテ，著者ハ昭和10年2月同一見童二就キ再ビ之が槍索ヲ行

ヒ，2年8ケ月ノ経過二於ケル聴力ノ駆動ヲ調査シ，興味アル事實ヲ見出シ，今後ノ聾唖敏

育ノー助ニモナラント思惟セシカバ，蝕二月ノ成績ヲ叙述セントスルモノナリ．

            第2章検査方法並二被検人員

 検査方法ハ本研究第4二於テ述べタルが如クBezold－Edelmann氏音叉ヲ使用シ，其ノ方法ハ前検査ト

同標ナルヲ以テ省略ス．

 被瞼人員ハ石川縣立聾唖學校児童ニシテ，昭和7年6月聴力検査ヲ行ヘル當時第4學年在籍中ノモノ

（鈴木學級）ニシテ，昭ft 10年2月二於テ第6學年タル13名二就キ行ヘリ．蓋シ同一條件ノ下二教育サレ

S）同一児童ナルヲ以テ，樵査成績二二スル誤差モ極メテ勘キモノナラソト思惟シ，鈴木學級ヲ選べリ．

前後槍査二於ケル期間ハ約2年8ケ月ナリ．

          第3章槍 査 成 績

i聴域ノ攣動二恩キ観察スルニ被検耳26耳中

上音階上昇シ下音階下降セルモノ  7耳

上音階上昇シ旧習階上昇セルモノ  4耳

上音階下降シ下音階下降セルモノ  3耳

上音階下降シ下音階上昇セルモノ  2耳

               ［ 102 1



北陸地方二於ケル聾唖児ノ研究 29ss

    上昔階二化ナク下音階下降セルモノ 2耳

    下音階攣化ナク上晋階上昇セルモノ 1耳

    残聴ナキモノ＝ツノ稜現セルモノ  5耳

    依然トシシテ残蕪ナキモノ     2耳

 即チ聴丁丁大著シキ上音階上昇，下音階下降セルモノ7耳，全聾三二残聴ノ護現セルモノ

7耳，聴域ノ縮少帥チ上音階下降シ，下音階上昇セルモノ2耳＝シテ，他ノ場合二於テモi聴

畳ノ縮少ヲ來セルモノ極メテ勘シ．更二之ヲ詳述セバ第1表二丁ス如ク，蕪畳増進セルモノ

左9耳，右7耳，増減ヲ認メ難キモノ左1耳，右5耳，減退セルモノ左3耳，右1耳ニシ

テ，聴畳ノ増進二四ナルヲ認ムベシ．

 更二之ヲ原因別ニミル＝，先天性聾唖，5名，後天性聾唖8名＝シテ，聴畳増進セルモノ

前者二於テハ7耳，後者二於テハ9耳，攣化ナキモノ各々3耳ナルモ，ソノ減退セルモノ先

天性聾唖二二テハ三唱ズシテ，後天性聾唖二於テノミ斗耳アリキ．（第2表）

 吹二i聴域ヲ測定セルニ昭和7年二於ケル槍査ニチハ左耳李均3．70オクターブ」，右耳李均

3・65オクターブ」ナリシニ，昭和10年二於ケル検査ニチハ左引外均4．47オクターブ」，右耳

平均4．38オクターブ」ニシテ，其ノ準均値二於テモ顯著ナル増進ヲ來セルラ知レリ．

第1表 左右別ニヨルi聴

 潔斎化二關スル表

 左右別

?域
左 右

増  加

ｹ化ナシ

ｸ  少

913 751

計i・31・3

第2表 失官原因別ニヨ

ル聴域攣化＝・關スル二

曲讃 先天性

W 唖
後天性
W 唖

増  加

ﾀ化ナシ

ｸ  少

730 934

計i・・1・6

第3表 門門測定ヨリミタ

  ル攣化＝關スル表

  （即位オクターブ）

_
1932 1936

姓 司 右 左 1国

本 島 4．5 1．5 3．0 1．5

今 村 1．0 3．5 5．5 4．0

内 田 10．0 8．5 8．5 9．0

脇 坂 7．5 8．0 90 8．0

村 本 6．0 9．5 7．5 7．5

雨 田 3．0 3．0 5．5 6．5

榮 5．5 6．0 6．0 6．0

出 野 一 一
4．0

一

三 田 8．0 2．5 4．0 4．0

申 浦 一 一 LO 1．5

申 島 一 一 α5 4．0

宮 地 一
2．0

一
3．0

野 田 2．5 3．0 3．5 3．0

卒則a7・ 3651447巨38

              第4章総   括

 聾唖＝於ケル嘉畳障碍ハ主トシテ感音器障碍＝シテ，傳音器障碍ニョリ惹起セラル・コト

極メテ勘シ．EPチ蝸牛殼二於ケル基礎膜繊維或ハCorti氏器ノ病攣，更二聴神経ノ塵縄，或
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ハ聴箆中福昌於ケル病攣二面クモノ＝シテ，其ノ大多激ハ既昌長日月ヲ経過シ，之が恢復ヲ

望ムコト不可能ナリ．曾テ加藤享氏モ聴畳ノ増進二二キ報告サレタルモ，襲音練習ニヨリ之

が獲達ヲ來ス可キヤ否やハ疑問覗セラレシ所ナリ．何故ナレバ感音器系統ノ解剖學的憂化ヲ

再生セシムルコトノ不可能ニシテ，且ツソノ消失セル機能ノ族復シ能ハザルハ疑フベキ飴地

ナシ．然ル唱言章二於テ述べシが如ク被歯入員ノ大多数二於テ顯著ナルi聴畳ノ堰進ヲミタ

リ．殊二全卑見二於テモ1耳ヲ除キ聴畳ノ護現ヲミタルハ興味アル事績ナリ．内耳；於ケル

音響感興ハCorti氏器及ビ基礎膜sヨリテ螢マル、モノニシテ，或ル振動数ヲ有スル昔波二

三シテハ，基礎膜上ノー定部分二於ケル繊維ノミが振動ヲ行フトナスハHelmholzノ略読ニ

シテ，今旦二此読二從ハンカ，聾唖見二於テ残聴ヲ認メラル・コトハ該膜ノ残聴々域S相當

スル部位ノ健常ナル＝基クモノナリト噺ゼザルベカラズ．而シテ聴畳ノ増進ヨリ之ヲ考フル

ニ，萎縮セル基礎膜繊維ノ隣接織維，帥チ聴畳機能ヲ途行シ得ル織維ガ，該部ノ固有振動敷

ヲ有スル音響二反鷹スルニ止マラズ，病攣ヲ蒙レル部ノ振動油日モ反論シ，此ノ如キ嘉畳獲

現ヲ來セルモノ＝非ズヤ．民心ヲ有セザリシモノ＝於テモ聴畳ノ護現ヲミタルハ，音叉振動

刺戟＝ヨリ畳醒シ能ハザリシ聴畳モ，2年8ケ月ニワタルロ話教育＝ヨル聴畳練習ニヨリ基

礎膜病攣申ソノ比較的三度ナリシ部分が音響刺戟二反慮セシモノト考フベキナリ．

六二槍査成績s於テ爾三共全聾ナリシモノ3名中垣テ＝於テ片耳或ハ片耳二心鍋ノ護現ヲ

ミ，叉聴域ノ擾大ヲ大多数二二テ認メ得タルコトハ乱心教育進展ノ爲慶賀スベキコFナリ．

術聴域ノ縮小ヲ來シタルモノ＝ツキテハソノ原因ヲ奈邊＝求ムベキヤ，其説明ハ二二困難二

v’テ，i誌面ノ減少セルモノハ後天性：聾唖二六テノミ認メ，先天性聾唖二於テ認メズ．誌面耳

ノ寡少ヲ以テ之が原因日電キ言及スル能ハズ．更＝此ノ如キ詮索ノ機ヲ倹チテ考察セント欲

スルモノニシテ，今日ハ輩二画面成績ヲ記載スル＝止メントス．

 以上叙述セル所ヲ約言スレバ，聾唖見13名（鈴木學級）二就キ昭和7年6月二心ケル嘉畳槍

査ト昭和10年2月二心ケル難畳槍査威績トヲ封比シ，其間，聴力ノ著明ナル増進ヲ認メシモ

ノ＝シテ，口話教育ハ聾唖晃ノ孫庇増進二多大ナル効果ヲ及ボシウルモノナルコトヲ示スモ

ノトイフベシ

 附  記

 著者ハ本篇ヲ以テ北陸地方二於ケル聾唖児ノ研究ヲー先ヅ完結セソトスルモノニシテ，本研究二封シ終

始御指導御子鞘i，目．ツ御校閲ヲ賜りタル松田教授二深甚ナル謝意ヲ表シ，黒本研究帯封シ多大ナル援助ヲ

與ヘラレタル前講師坂之博士，種村助勢授亜二敏室諸兄ノ御厚志ヲ謝シ，併セテ著者ト三二聾唖児ノ幸幅

増進ノ爲二努力ヲオシマレザリシ，石川縣立聾唖學校前校長笠井貞康氏，現校長竹屋藏氏，同校鈴木忠光

氏，申村北次郎氏他職員諸氏二多大ナル敬意ヲ表ス．
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1）申村婦，聾唖敢育ト残聴問題耳鼻咽喉科臨｝休ノ實際．

ケル聾唖兇ノ研究，第4，十全會雑誌第40巻，第11號．
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2）豊田，石黒，前田，北陸地方二於
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